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近年、電子構造と水素結合相互作用が相関した分子性

物質の合成とその物性開拓に注目が集まっている。これ

までに我々は、TTFの片側にカテコールが縮環したドナ

ー分子を基盤とした有機伝導体を作成し、カテコール部

位に起因する水素結合が結晶構造や物性に重要な役割

を果たしていることを明らかにした[1-5]。そこで、この系において水素結合の多様化や多次

元化を目的として、カテコールが TTF 両端に縮環したドナー分子(H2Cat)2-TTF を設計・合

成し（図 1）、これを基盤としてアニオンを含まない新奇な純有機伝導体の開発に成功した。

興味深いことに、この伝導体では、ドナー分子の脱プロトン化した水素結合の形成によって、

TTF 骨格の酸化状態が制御されており、“セルフドープ型”の有機伝導体を構築していた。

本発表では、この伝導体の結晶構造解析およびラマン分光測定、物性測定の結果を基に、脱

プロトン化と酸化による特異な水素結合様式や電子構造について議論する。 
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図 1 (H2Cat)2-TTF の化学構造 


